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（原稿受理 年 月 日）

土佐湾で採集されたムツエラエイ
（エイ目ムツエラエイ科）

遠藤広光 ・町田吉彦

和文要旨 年 月 日に高知県佐賀町沖の土佐湾の水深約 において，佐賀漁協の小型底曳き
網漁船により， 個体のトビエイ亜目魚類（ ，体盤長 ，体盤幅 ）が漁獲された．
この標本は鰓孔が 対，吻が長くて寒天質に富む，眼が極めて小さい，噴水孔は大きくて眼からやや離
れた後方に位置する，尾棘を持つことにより，ムツエラエイ科のムツエラエイ

と同定された．日本周辺において，本種はトカラ列島沖の沖縄舟状海盆，和歌山沖，
愛知沖，相模湾で各 個体の標本が採集され，伊豆大島沖の水深 および伊豆半島大瀬崎の水深

で遊泳個体がダイバーにより観察および撮影されているにすぎず，土佐湾から初めて報告され
る．ムツエラエイ属には， の 種が記
載されているが，おもに吻の長さと形状がその識別形質とされていた．その後，これらの形質は成長に
伴い変化することが示唆され， のみが有効種と考えられている．しかし，日本では

の学名が広く使われてきた．本報告で既知標本の体盤長と吻長の関係を調べたところ，吻は明
瞭な優成長を示すことが判明した．この結果は，本属が 種のみを含むとする最近の見解を支持する．

高知大学理学部海洋生物学研究室 高知市曙町
＠


